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　４月25日、加藤会頭と岡田専務理事の２名の
来賓をお迎えして女性会定期総会が開かれまし
た。
　赤松前会長の挨拶を聞き、昨年度までのコロナ
と共存する活動の大変さを思い出しつつ、会長
の『振り返ればほっこりとした気持ちになる』
という言葉に私の心も和みました。
　水越新会長が挨拶で、今年度のモットーは、

『明るく、元気に』と言われました。１年間この
言葉を胸に頑張ろうと気が引き締まる思いがし
ました。

　コロナ禍で会食することがここ数年難しかったのですが、久しぶりに美味しい食事をしながら
会員の皆様とお話が出来、有意義な一日となりました。

社会奉仕・広報委員長　桜井 青子

　５月例会として「真福寺の竹膳料理に
舌鼓と岡崎公園散策と家康の史跡巡り」
に行きました。
　これ以上ない晴天に恵まれ、みんな
の足取りも軽く、大河ドラマ「どうする
家康」を身近に感じながらボランティア
の方の丁寧な説明に聞き入ってしまうほ
どでした。
　真福寺の竹膳料理も本当に美しく、
お寺では健康、開運のご祈祷までして
頂き、私自身も体が軽くなったのを感じ
ました。岡崎にこんなにも風情のある
お寺さんがあることを知らずに過ごしてきたことにみんなも驚いていました。
　その後、伊賀八幡宮→法蔵寺→道の駅藤川と盛り沢山の見学、体験ができたバスツアーとなり
ました。
　今回計画してくださった会長、副会長、企画委員の皆様に感謝します。

社会奉仕・広報委員　近藤 亜希子

◆定期総会・懇親会◆定期総会・懇親会

◆５月例会「岡崎公園散策と家康の史跡巡り」◆５月例会「岡崎公園散策と家康の史跡巡り」



　刈谷商工会議所女性会は、現在事業経営に携わっている女性、そして将来経営に
参加しようと考えている女性の集まりです。
　会員相互の親睦を図りながら、女性ならではの感性を活かし、見聞を広め、実行
力を身につけるために、研究会や講演会などを企画し、楽しく活動しています。
　刈谷商工会議所会員事業所に在る女性ならば、どなたでも入会できます。尚会費
は１ヶ月2,000円です。詳しくお話を聞かれたい方は、刈谷商工会議所内 女性会事
務局 （TEL21-0370）までお問い合わせ下さい。

あなたもあなたも
女性会に女性会に

入りませんか？入りませんか？

　６月13日、講師に榊原浩文氏をお招きし、ヨガ教室を
開催しました。コロナ禍で３年越しの企画をやっと迎え
る事ができました。15分程講義を聞き、実技指導を受け
ました。
　初めてのヨガでしたので、どんな事をするのか心配で
したが、今回のヨガの特徴は「ほぐし」を中心としたヨ
ガで難しい体勢はなく、老若男女誰でも受けれる「やさ
しいヨガ」教室でした。
　・呼吸は「吐く息」で動作することが原則。
　・�意識を集中して行う。ゆっくり滑らかに行うことにより、身体に効果的な刺激をもたらします。
　１時間半終えて、緊張からホッと安心感を覚えました。
　また、６月例会よりフードドライブが開始されました。ご協力ありがとうございました。

社会奉仕・広報委員　猪口 法子

　７月例会「着物とデジタル」のテーマで、㈱あずまや
きものひろば　代表　柴川義英氏をお招きして、講演を
聞きました。
　ここ最近、日本人でありながら着物を着る機会が減り、
ほとんどの人がタンスで眠っているのが現状でしょう。
　当然、着物を購入する人はいかほどかと思います。
　成人式も購入でなく、ほぼレンタルという、着物は売れない時代だったと思います。
　その中で、柴川氏は全国、いや世界にも着物を売っています。独自の販売戦略で、何十万も
する着物が売れますと話されました。
　ひと昔、訪問販売が主流だった着物業界にＳＮＳを活用して、同じ曜日・時間に着物の着付
けから小物など、色々な方向の動画発信を15年間されたそうで、2010年７月にはてれびじょん
の生放送開始と、今の時代に合った前進的発想のもと販売展開されました。
　着物業界を引っ張っているように感じました。業種は違いますが経営者の集まりでもあります
会員皆様も、うなづく点があったと思います。
　最後に、柴川氏にとても有意義なご講演をありがとうございます。世界羽ばたくご活躍を
ご祈念申し上げます。� 社会奉仕・広報委員　浅川 久美子

◆６月例会「やさしいヨガ」◆６月例会「やさしいヨガ」

◆７月例会「着物とデジタル」◆７月例会「着物とデジタル」


